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論 文 内 容 の 要 旨
【目的】G A B A はアミノ酸の一種であり，ヒト体内では抑制性の神経伝達物質として中枢神経系に多 
く分布している. G A B A の中枢性投与による，高温環境下での体温上昇抑制効果が，これまでに多数 
報告されている. しかし，これら先行研究はヒ卜以外の動物を対象としており，また麻酔下あるいは 
安静時における実験がほとんどである. そこで本研究では，ヒトを対象として，運動時における体温 
調節能に対するG A B A経口摂取の効果を検証する. 【対象】健常な男子運動鍛錬者8 名（平均 年 齢 22. 4 
± 3 . 4 歳）を対象とした. 【方法】被験者は，G A B Aを l g配合したスポーツ飲料（G 群)，あるいは対 
照飲料（C 群）を摂取後，環境温3 5 t：，相対湿度5 0 % の暑熱環境に設定した人工気候室内で2 0 分間 
の椅座位安静をとり，その後，最大酸素摂取量の6 5 % に相当する一定負荷でのぺダリング運動を30 
分間行った. 測定項目は食道温，局所発汗量，皮膚血流量，心拍数，実験前後の体重差から算出した 
総発汗量，血中のG A B A濃度，アドレナリン濃度，ノルアドレナリン濃度，主観的運動強度R P E とし 
た. 【結果】G 群において，G A B A摂取後2 0 分で，血中G A B A濃度はC 群に比べ有意に増加し，運動中 
もその有意な増加は維持された. 食道温，局所発汗量，心拍数，血中アドレナリン，ノルアドレナリ 
ン濃度は運動により上昇するが，G 群において，その上昇はC 群に比べ有意に抑制された.総発汗量 
もG 群の方が，C 群に比べ有意に低い値を示した. 皮膚血流量には，G A B A摂取による影響は見られな 
かった. 【結論】G A B A経口摂取により，体温上昇と発汗量が抑制されたことから，運動パフオーマン 
スの向上効果が期待された. 血中アドレナリン，ノルアドレナリン濃度が抑制されたことから，GABA 
経口摂取による交感神経系への関与が推察された.
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
G A B A はアミノ酸の一種であり，ヒト体内では抑制性の神経伝達物質として中枢神経系に多く分布 
している. G A B A の中枢性投与による高温環境下での体温上昇抑制効果が，これまでに多数報告されて 
いる. しかし，これら先行研究はヒト以外の動物を対象としており，また麻酔下あるいは安静時におけ 
る実験がほとんどである.
そこで本研究では，ヒトを対象として,暑熱下運動時における体温調節能に対するG A B A経口摂取の 
効果を検証した. 対象は，健常な男子運動鍛錬者8 名 (平均年齢22. 4 ± 3 .  4 歳）とした. 被験者は，GABA 
を l g配合したスポーツ飲料( T r i a l G ) ,あるいは対照飲料(Control)を検体として摂取後,環境温3 5 C ,  
相対湿度5 0 %の暑熱環境に設定した人工気候室内で2 0分間の椅座位安静をとり，その後，最大酸素摂 
取量の 6 5 %に相当する一定負荷でのぺダリング運動を3 0 分間行った. 測定項目は食道温，局所発汗 
量，皮膚血流量，心拍数，実験前後の体重差から算出した総発汗量，血中のG A B A濃度，アドレナリ 
ン濃度，ノルアドレナリン濃度，主観的運動強度R P E とした.
T r i a l G において，検体摂取後2 0 分で，血中 G A B A濃度はC o n t r o lに比べ有意に増加し，運動中も 
その有意な増加は維持された. 食道温，局所発汗量，心拍数，血中アドレナリン，ノルアドレナリン 
濃度，R P E は運動により上昇するが，T r i a l G において，その上昇はC o n t r o lに比べ有意に抑制され 
た. 総発汗量もT r i a l Gの方が，C o n t r o lに比べ有意に低い値を示した. 皮膚血流量には，G A B A摂取 
による影響は見られなかった.
G A B A経口摂取による体温上昇抑制効果は，G A B Aが中枢神経系に抑制性に作用し，血中アドレナリ
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ン，ノルアドレナリン濃度が抑制されたことにより引き起こされたと考えられる. また，運動時RPE 
の上昇抑制は，G A B A により感覚的に運動が楽に感じられたことを示しており，運動パフォーマンス 
の向上効果が期待される.
本研究は，G A B A 経口摂取による暑熱下運動時の体温上昇抑制効果を明らかにしたものであり，暑 
熱下運動のパフォーマンス維持•向上に貢献するものである.よつて本研究者は博士 (医学)の学位を 
授与されるに値するものと認められた.
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